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特養アスカ 

 地域密着型特別養護老人ホームアスカ 第 59 回運営推進会議 

令和 4年度 第３回                                 報告者：長田 

日    時 令和 4年 ９月２５日（日）     １０：３０～１２：００ 

場    所 長崎市みなと坂 1-5-6 別館２F    

参 加 者 新型コロナウィルス感染防止のため、今回は書面報告となりました 

 

Ⅰ 利用者状況    規 程： 定員数 20 名(アスカ新館 ３階あかつき：10 名 ４階すばる：10 名) 

（１）入居状況  7月～ 8月  

 月 入居者 
要支援者 要介護者 平均 

介護度 

区分 

変更中 
入院 

支 1 支 2 介 1 介 2 介 3 介 4 介 5 

７ ２０ 0 0 0 0 3 9 8 4.3 0 0 

８ １９ 0 0 0 0 1 9 8 4.1 1 0 

  期間中の新規契約者： 終了者：１名  入院者０名     相談（待機）件数：40 件 

 

（２）地域別内訳、世帯構成     ※特養、グループホームは入居者様が入所前に生活されていた状況 

月 入居者 
居住地（中学校区別） 世帯構成 

西泊 福田 丸尾 その他 独居 老老 同居 

８ １９ 9 2 6 2 5 4 10 

 

（３）入居年数、年齢構成等          単位：人 

１年未満 2年未満 ３年未満 4年未満 ４年以上 ７０歳代 ８０歳代 ９０歳代 最高齢 

２ ３ ６ ３ ５ 0 １２ ７ 99歳 

 

Ⅱ．職員体制及び研修状況等  

４）職員体制                               単位：実人数  

Ｒ4年 ８月現在 常 勤 非常勤 合  計 備   考 

管理者 1 0 1  

ユニットリーダー (2) 0 (2) ※ 兼(介護職員)   

介護支援専門員 (2) 0 (2) ※ 兼(介護職員) (生活相談員) 

生 活 相談員 1 0 1 嘱託職員 

医 師 0 1 1 嘱託医（週１回の回診、他の医師行為） 

看 護 職 員 1  1 2 ※ 11/13 から産休１名のため兼務職員を配置 

介 護 職 員 12 3 16  

厨 房 職 員 1 4 5  

合         計 20 9 29  

兼務(※)を除いた実数 16 9 25  

 4 月以降に入職・異動した職員：1 名(介護職員)  休職中：1 名(看護師 ) 

 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 
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（５）研修状況 

施  設  内  研  修 外  部  研  修 

7/21 OFFJT  自然災害の予測と対応 

8/19 OFFJT 衛生管理の取組み 

8 月中 九州老人施設職員ＷＥＢ研修 

 （職員各自で動画視聴） 

Ⅲ 防災訓練、介護事故 その他の報告 

（６）防災訓練 

    実施なし 

 

（７）介護事故、ヒヤリハット報告   

定義について  事 故：実際に怪我やダメージがあった。（病院受診、尻もち）、重大なミスがあった（誤薬）。  

ヒヤリ：事故にはならなかったが事故防止のため共有すべき状態。 

 

３階 あかつきユニット 

    介護事故：１件、ヒヤリハット 10件 

日時 場所・年齢・介護

度・性別 

概要 原因・問題点・今後の対策について 

9/3 

18:15 

居室・ 

８８歳女性・

要介護４ 

居室のマットセンサーが鳴っ

たので訪室したが、ご本人が

ゆっくりとベッドから床に倒

れるところを発見。支えるこ

とはできなかった 

トイレに行きたくてベッドから離れようとして

いたと思われるが、自立歩行はできないので倒れ

こんだ。幸い怪我はなし。 

認知力低下があるため同様のヒヤリハットが続

いている。職員連携して見守り強化したい 

 

４階 すばるユニット 

   介護事故：１件、ヒヤリハット３件 

日時 場所・年齢・介護

度・性別 

概要 原因・問題点・今後の対策について 

9/6 

18:50 

リビング・ 

９９歳女性・

要介護４ 

リビングのソファで休息され

ていたところ、ソファから滑

落して、頭部を壁にぶつけた 

不穏状態が続いていたので職員が近位で見守り

していたが目が離れたときに事故発生。幸い軽い

打撲で異常なし。同様のヒヤリハットが続いてい

るため、職員連携して見守り継続中 

 

 (８) その他 

 

前回は介護職員による喀痰吸引特定行為（認定された介護職員が医療行為である喀痰吸引をでき

る制度）に向けた計画を実施していることを報告しましたが、現在、特養では栄養ケアマネジメン

トへの取り組みを計画しています。取り組みは管理栄養士をはじめとする多職種共同で入所者の栄

養管理計画を実施します。これによって入所者の体力低下、重度化防止に向けて、よりきめの細か

いケアの充実を目指します。くわしいことは運営推進会議が対面開催されたらご説明します。 


